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『
太
平
記
秘
伝
理
尽
鈔
』
の
補
筆
改
訂
と
伝
本
の
派
生

は
じ
め
に

『
理
尽
鈔
』
は
現
在
二
十
部
近
い
伝
本
の
所
在
が
確
認
さ
れ
て
い
気
心
、
系
統
だ
っ
た
整
理

は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
伝
本
分
類
の
指
標
と
し
て
、
巻
一
巻
頭
の
「
或
記
二
日
」
の
有
無
、
巻

四
十
巻
末
の
大
運
院
大
僧
都
法
印
の
奥
書
の
有
無
、
分
冊
の
あ
り
方
な
ど
の
外
形
的
な
特
徴
を

第
一
に
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
本
文
の
あ
り
方
と
併
せ
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ

の
際
第
一
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
尊
経
閣
文
庫
蔵
「
十
八
冊
本
」
(
仮
称
。
整
理
番
号
三
上
二
四
)

で
あ
る
。
本
書
は
四
〇
巻
(
巻
廿
七
は
上
下
に
分
巻
)
を
十
八
冊
に
分
か
ち
、
各
冊
の
内
題
・
尾

題
は
「
太
平
記
秘
伝
理
尽
抄
五

七
ノ
巻
」
(
第
五
冊
、
巻
七
)
の
よ
う
に
分
冊
形
態
を
反
映
す

る
。
こ
の
内
題
・
尾
題
は
、
十
八
冊
形
態
を
と
ら
な
い
、
他
の
い
く
つ
か
の
伝
本
に
も
影
響
を

与
え
て
い
る
。
十
八
冊
本
を
重
視
す
る
所
以
で
あ
る
が
、
以
下
に
示
す
本
文
の
様
態
に
関
わ
っ

て
か
、
第
四
冊
以
前
に
は
こ
の
特
徴
が
み
ら
れ
な
い
。

十
八
冊
本
は
、
別
稿
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
書
冊
の
大
き
さ
や
一
面
行
数
も
統
一
さ
れ
て
お

ら
ず
、
本
文
の
様
態
も
第
一
か
ら
四
冊
(
巻
一
~
六
)
ま
で
と
第
五
冊
(
巻
七
)
以
下
と
で
は
全

く
異
な
る
。
第
五
冊
以
下
が
同
一
筆
跡
の
行
書
体
で
、
頻
繁
な
行
間
書
き
込
み
・
抹
消
等
を
伴

い
、
草
稿
的
様
相
を
呈
し
て
い
る
の
に
対
し
、
そ
れ
以
前
は
楷
書
体
に
近
い
書
体
で
記
さ
れ
、

大
規
模
な
書
き
込
み
は
な
い
。
た
だ
し
、
な
お
補
訂
が
散
見
し
、
清
書
以
前
の
中
間
的
な
段
階

と
い
っ
た
趣
を
呈
し
て
お
り
、
各
冊
相
互
に
似
た
筆
跡
で
は
あ
る
が
、
複
数
の
手
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。

十
八
冊
本
の
精
査
は
『
理
尽
鈔
』
の
生
成
過
程
を
考
え
る
上
で
不
可
欠
の
作
業
で
あ
り
、
あ

ら
た
め
て
そ
の
様
態
を
確
認
し
て
お
く
。
そ
の
補
筆
改
訂
と
他
の
伝
本
と
の
関
わ
り
を
探
る
中

に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
が
秋
月
郷
土
館
本
で
あ
り
、
天
理
図
書
館
本
で
あ
る
。

一
、
十
八
冊
の
現
状

1
、
巻
七
(
第
五
冊
)
以
下
の
部
分

田
行
間
書
込
・
本
行
の
筆
者

今
井
正
之
助
(
国
語
教
育
講
座
)

ま
ず
、
巻
七
以
降
の
行
間
書
込
と
本
行
と
は
、
い
く
つ
か
の
特
徴
的
な
く
ず
し
字
が
共
通
し

て
お
り
、
同
一
人
物
の
手
に
な
る
と
見
な
さ
れ
る
。
以
下
の
各
【
図
版
】
の
a
は
尊
経
閣
文
庫

蔵
「
太
平
記
秘
伝
理
尽
紗
」
(
三
上
二
四
。
十
八
冊
本
と
仮
称
)
の
本
行
、
b
は
行
間
書
込
か
ら
の

用
例
で
あ
る
。
(

)
内
は
版
本
相
当
箇
所
の
表
示
。
丸
付
き
数
字
は
行
数
で
あ
る
。

【
3
b
イ
】
(
+
1
1

ウ
⑨
)

-
f
c
-
^

【
4
b
】
(
同
9
4
オ
⑨
)

:
!
t
^
-

悶
疑
問
形
を
付
し
た
誤
脱
補
訂

注
意
さ
れ
る
の
は
、
「
○
力
」
と
い
う
誤
脱
補
訂
が
散
見
す
る
こ
と
で
あ
る
。
巻
十
・
十
三
・

十
五
・
十
七
は
I
、
二
箇
所
。
巻
廿
七
~
1

二
は
二
、
三
箇
所
。
巻
世
二
~
四
十
(
1

四
除
く
)

は
五
箇
所
前
後
、
中
で
も
巻
借
五
は
十
一
箇
所
に
及
ぶ
。
誤
脱
補
訂
自
体
は
取
り
立
て
て
問
題

と
す
る
に
及
ば
な
い
が
、
「
力
」
と
い
う
、
疑
問
の
提
示
が
問
題
と
な
る
。
十
八
冊
本
巻
七
以
降

は
、
理
尽
紗
の
生
成
に
重
要
な
関
わ
り
を
も
つ
陽
翁
の
「
自
筆
」
と
の
証
言
(
寛
文
九
年
大
橋
全

可
「
覚
」
)
が
あ
る
。
疑
問
形
を
伴
っ
た
補
訂
が
本
行
と
同
筆
と
す
れ
ば
、
陽
翁
は
明
確
に
書
写

者
の
位
置
に
退
き
、
十
八
冊
本
は
「
奈
和
正
三
正
本
」
を
以
て
陽
翁
が
写
し
た
も
の
だ
と
い
う

伝
承
(
同
「
覚
」
)
が
俄
然
注
目
さ
れ
る
。

補
訂
は
巻
六
以
前
の
中
間
清
書
と
は
異
筆
で
、
巻
七
以
降
の
本
行
の
字
体
に
近
い
。
以
下
〈

〉

一

一
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正之助井今

内
に
傍
書
補
訂
を
示
し
て
内
容
を
検
討
す
る
。

「
安
〈
泰
力
〉
時
」
(
版
本
+
9
ウ
相
当
箇
所
)
、
「
寄
手
定
〈
北
力
〉
ル
敵
ヲ
追
ヒ
ス
カ
ウ
テ
」

(
十
七
3
6
ウ
)
、
「
世
ノ
中
ノ
求
〈
愚
力
〉
ナ
ル
」
(
廿
七
2
3
ウ
)
な
ど
、
誤
表
記
も
し
く
は
一
般
的

で
は
な
い
表
記
に
対
す
る
注
記
が
多
い
が
、
「
早
馬
ヲ
以
〈
打
力
〉
テ
」
(
廿
八
5
ウ
)
、
「
軍
ノ
内

〈
中
力
〉
ニ
在
リ
ケ
レ
ハ
」
(
柑
二
1
9
オ
)
、
「
万
人
ノ
毀
〈
誘
力
〉
ヲ
受
ク
」
(
世
二
5
6
ウ
)
、
「
将

軍
二
替
〈
代
力
〉
リ
参
セ
テ
」
(
舟
五
4
8
ウ
)
な
ど
、
必
ず
し
も
誤
り
と
は
言
え
な
い
表
記
へ
の

往
記
も
散
見
す
る
。
し
か
も
、
[
図
版
5
一
寅
ノ
刻
ニ
/
寅
力
]
の
よ
う
に
、
本
行
の
筆
者
の
筆

癖
(
廿
五
2
6
オ
に
同
様
の
用
字
あ
り
。
こ
の
箇
所
に
は
注
記
は
無
い
)
と
思
わ
れ
る
文
字
に
対
す
る

事
例
も
あ
る
。
同
様
の
事
例
に
[
図
版
6
一
勇
二
覚
ニ
/
覚
力
一
が
あ
り
、
本
行
と
補
訂
と
が

同
一
人
物
の
手
に
な
る
場
合
、
こ
う
し
た
注
記
は
起
こ
り
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の

誤
脱
補
訂
は
本
行
と
は
別
人
の
筆
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
(

)
内
は
版
本
相
当
箇
所
の
表
示
。

【
図
5
一
(
紺
六
2
6
オ
⑤
)

【
図
6
】
(
指
七
2
9
ウ
③
)

圓
異
文
注
記

気
づ
い
た
限
り
で
は
、
巻
九
の
二
箇
所
の
み
で
あ
る
が
、
異
文
注
記
の
あ
る
こ
と
も
注
意
さ

れ
る
。

・
「
四
条
無
車
小
路
」
(
版
本
1
2
オ
相
当
箇
所
)
の
「
四
」
の
右
行
間
に
「
一
イ
」
と
あ
り
、
大

橋
本
・
筑
波
大
本
・
島
原
乙
本
の
三
本
が
「
一
条
無
車
小
路
」
と
表
記
。

・
「
死
ヲ
恨
ミ
」
(
版
本
1
4
す
相
当
箇
所
)
の
「
ヲ
」
に
「
セ
シ
イ
」
と
あ
り
、
筑
波
本
・
中
之

島
本
・
島
原
甲
本
等
が
「
死
セ
シ
ヲ
恨
ミ
」
と
表
記
(
内
閣
本
は
「
死
セ
ン
ヲ
恨
ミ
」
)
。

両
箇
所
に
共
通
す
る
の
は
管
見
の
限
り
で
は
筑
波
大
本
の
み
で
、
同
書
も
し
く
は
そ
の
類
本

を
参
照
し
た
も
の
か
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
同
・
異
筆
は
判
断
し
が
た
い
が
、
筑
波
本
は
巻
九
・

十
二
を
そ
れ
ぞ
れ
上
下
に
分
け
る
な
ど
、
や
や
特
殊
な
伝
本
で
あ
り
、
こ
の
異
文
表
記
が
当
初

か
ら
あ
っ
た
も
の
と
は
考
え
が
た
い
。

2
、
巻
一
か
ら
六
ま
で
の
部
分

山
行
間
書
込
・
本
行
の
筆
者

巻
一
か
ら
六
ま
で
の
本
行
の
筆
者
は
複
数
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
行
間
補
訂
・
書
込
と
は
異

筆
。
後
者
に
は
巻
七
以
降
の
特
徴
的
な
字
体
の
内
「
オ
」
と
近
似
の
用
字
が
現
れ
る
。
1
田
の

筆
者
と
同
筆
と
す
れ
ば
、
そ
の
監
督
下
で
中
間
清
書
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
前
記
大
橋
全

可
「
覚
」
に
は
「
北
本
本
國
寺
に
預
け
置
、
法
印
死
去
可
仕
砺
、
取
寄
申
候
」
と
あ
り
、
法
印

(
陽
翁
)
が
死
去
し
た
際
、
加
賀
下
向
以
前
に
住
し
て
い
た
京
都
の
本
國
(
圀
)
寺
よ
り
、
本
書

を
取
り
寄
せ
た
と
い
う
。
こ
の
説
を
信
じ
れ
ば
(
な
ぜ
預
け
置
い
た
の
か
疑
問
で
は
あ
る
が
)
、
2

こ
一

山
ま
で
の
作
業
も
加
賀
下
向
以
前
に
終
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
岡
山
大
学

池
田
文
庫
本
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
。

岡
山
大
学
本
『
理
尽
鈔
』
巻
三
零
本
と
そ
の
関
連
資
料
に
つ
い
て
は
、
若
尾
政
希
氏
に
考
証

が
玩
卵
、
一
壷
斎
養
元
(
二
代
目
横
井
養
元
)
の
「
覚
」
に
、
以
下
の
一
節
が
あ
る
。

大
運
院
(
別
資
料
で
は
「
大
雲
院
」
と
も
記
す
)
陽
翁
が
諸
国
行
脚
の
途
中
鎌
倉
で
「
紺
表
紙
三

ノ
巻
之
評
判
一
冊
」
を
閲
覧
。
そ
の
後
、
肥
前
博
多
で
名
和
昌
三
に
出
会
い
、
秘
蔵
の
「
四
十

巻
」
の
巻
三
が
こ
れ
と
全
く
同
内
容
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
全
巻
の
伝
授
を
受
け
た
。
先
の
一

冊
は
幕
府
書
院
番
駒
井
右
京
が
入
手
し
、
池
田
光
政
に
送
り
、
今
に
固
く
秘
蔵
さ
れ
て
い
る
、

と
い
う
。
若
尾
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
岡
山
大
学
本
最
終
丁
表
に
は
「
光
政
」
の
未
印
が
押

し
て
あ
り
、
同
じ
巻
三
の
写
本
で
あ
り
、
偶
然
の
一
致
と
は
思
わ
れ
な
い
。

岡
山
大
学
本
は
、
浅
緑
色
表
紙
(
紺
と
は
言
い
が
た
い
。
二
五
・
〇
x
二
〇
こ
二
号
檀
紙
袋
綴
、

九
行
片
仮
名
交
じ
り
の
一
冊
で
、
表
紙
左
肩
に
「
理
尽
抄
」
と
打
付
書
。
内
題
・
尾
題
は
な
い
。

そ
の
本
文
は
十
八
冊
本
に
最
も
近
い
。
の
み
な
ら
ず
、
以
下
の
徴
証
に
よ
り
、
現
存
の
十
八
冊

本
そ
の
も
の
の
写
し
と
考
え
ら
れ
る
。

・
特
殊
な
字
形
が
共
通
す
る
こ
と
。
図
7
は
岡
山
大
本
、
図
8
は
十
八
冊
本
。
大
雲
院
蔵
本
が

図
8
の
字
体
に
「
心
」
を
付
加
し
た
形
を
と
る
が
、
他
の
伝
本
は
通
常
の
「
恐
」
で
あ
る
。

【
図
7
】
(
版
本
三
5
ウ
⑨
相
当
箇
所
)男
｀

【
l
s
】
球
叶

・
本
書
の
脱
文
の
分
量
が
十
八
冊
本
の
見
開
き
一
丁
に
相
当
す
る
こ
と
。

本
書
五
丁
裏
「
国
ヲ
政
者
愛
シ
テ
*
一
タ
マ
リ
モ
ア
ラ
ン
ヤ
。
」
の
*
箇
所
に
は
、
十
八

冊
本
第
五
丁
裏
・
六
了
表
の
「
ナ
シ
カ
ハ
能
ト
ナ
リ
(
中
略
)
モ
シ
衆
徒
ヲ
コ
ラ
バ
何
」

に
相
当
す
る
詞
章
が
落
ち
て
い
る
。

・
本
書
の
誤
記
が
十
八
冊
本
の
形
態
か
ら
生
じ
た
と
み
な
せ
る
こ
と
。

本
書
廿
八
丁
表
に
「
血
気
一
往
勇
ム
ト
云
ヘ
ト
モ
時
日
ウ
ツ
レ
ハ
勇
ハ
消
失
物
也
。
臆
病

臆
シ
タ
ル
士
ハ
将
ノ
思
切
タ
ル
ヲ
ミ
テ
走
り

ル
モ
ノ
也
。
士
散
ス
レ
ハ
血
気
臆
病
発
物

也
」
と
の
一
節
が
あ
る
。
十
八
冊
本
の
当
該
箇
所
は
「
消
失
物
也
。
○
臆
病
士

散

血
気
臆
病

発
物
也
。
」
と
あ
り
、
○
印
箇
所
左
行
間
に
「
臆
シ
タ
ル
士
ハ
将
。
思
。
切
こ
″

見
テ
走
。
散
作
物
」
と
の
書
込
が
あ
る
。
書
込
を
組
み
入
れ
た
形
は
、
大
雲
院
蔵
本
「
・
:
消

へ
失
物
也
。
臆
シ
タ
ル
士
ハ
将
ノ
思
切
タ
ル
ヲ
見
テ
走
り
散
ル
モ
ノ
。
臆
病
ノ
士
散
ス
レ

ハ
、
血
気
モ
臆
病
発
元
物
也
。
」
の
よ
う
に
な
り
、
岡
山
大
学
本
は
行
間
書
込
を
誤
っ
た
位

置
に
取
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
後
述
の
秋
月
本
も
大
雲
院
蔵
本
と
同
じ
く
誤

り
は
な
い
。

本
書
が
鎌
倉
で
発
掘
さ
れ
た
も
の
と
の
養
元
「
覚
」
の
伝
承
は
、
若
尾
氏
の
い
う
「
陽
翁
を
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『太平記秘伝理尽砂』の補筆改訂と伝本の派生

招
聘
し
た
金
沢
へ
の
対
抗
意
識
」
(
注
3
著
一
八
三
頁
)
の
産
物
と
し
て
無
視
し
て
よ
い
。
し
か
し
、

本
書
は
近
世
初
期
の
写
本
と
み
て
不
都
合
は
な
い
。
本
書
が
い
つ
ど
こ
で
書
写
さ
れ
た
の
か
、

な
お
追
求
す
べ
き
で
あ
る
が
、
大
橋
全
可
「
覚
」
の
い
う
本
圀
寺
滞
留
説
と
併
せ
、
十
八
冊
本

の
現
状
の
姿
が
、
陽
翁
の
金
沢
下
向
以
前
に
す
で
に
で
き
あ
か
っ
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
あ

る
と
い
え
よ
う
。

悶
上
欄
貼
紙

巻
六
以
前
に
は
、
紙
面
上
欄
に
、
本
文
の
漢
字
の
表
記
を
問
題
に
す
る
小
紙
片
貼
紙
が
ま
ま

見
ら
れ
る
。
「
上
欄
一
紀
伊
力
/
本
文
一
記
伊
」
、
「
減
/
(
糧
が
)
感
ス
ル
」
、
「
幕
/
惟
墓
」
な

ど
の
よ
う
に
概
ね
本
文
の
誤
表
記
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
除
/
余
」
、
「
稀
/
希
ナ
リ
」
、
「
実
/
(
宙

の
草
書
体
)
」
、
「
慕
/
親
ハ
ン
」
、
「
従
/
郎
徒
」
な
ど
必
ず
し
も
誤
字
と
は
言
い
が
た
い
も
の
を

含
め
、
「
倫
/
人
輪
」
な
ど
の
誤
字
は
巻
七
以
降
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
用
字
・
字
体
で
あ
る
。
ま

た
、
本
文
の
「
傅
」
を
貼
紙
が
「
侍
」
と
正
し
て
い
る
事
例
に
つ
い
て
も
、
巻
七
以
降
の
「
侍
'

の
字
体
が
「
傅
」
の
崩
し
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
貼
紙
が
本
重

書
写
者
と
は
別
人
の
所
為
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
同
時
に
、
巻
一
か
ら
六
ま
で
の
本
文
が
、
衰

七
以
降
と
同
質
の
書
き
癖
を
も
つ
本
文
を
ほ
ぼ
忠
実
に
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
も
意
味
す

る
。
そ
れ
は
巻
一
か
ら
六
ま
で
を
中
間
的
清
書
と
み
な
す
予
見
に
対
応
す
る
。

「
内
々
微
妙
院
様
へ
上
げ
可
申
存
念
に
て
、
致
吟
味
為
写
申
由
に
候
」
(
大
橋
全
可
「
覚
」
)

と
い
う
い
わ
れ
の
あ
る
大
雲
院
蔵
本
は
、
田
の
行
間
書
込
・
補
訂
箇
所
は
そ
れ
を
正
し
た
形
を

と
る
が
、
貼
紙
箇
所
の
ほ
と
ん
ど
は
十
八
冊
本
本
文
に
一
致
し
、
誤
表
記
も
そ
の
ま
ま
訂
正
す

る
こ
と
な
く
受
け
継
い
で
い
る
。
ち
な
み
に
、
大
雲
院
蔵
本
に
も
同
種
の
貼
紙
が
あ
り
、
こ
れ

は
両
本
が
微
妙
院
(
加
賀
藩
第
三
代
藩
主
前
田
利
常
)
の
手
元
に
移
さ
れ
て
か
ら
の
作
業
で
あ
ろ

大
雲
院
蔵
本
は
前
述
の
よ
う
に
、
十
八
冊
本
の
貼
紙
を
顧
慮
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
重

要
な
例
外
が
あ
る
。
十
八
冊
本
巻
一
冒
頭
に
「
口
伝
根
」
「
口
伝
葉
」
と
い
う
貼
紙
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
有
肩
に
小
字
で
「
厨
本
ニ
ナ
シ
」
と
付
記
さ
れ
て
い
る
。
大
雲
院
蔵
本
は
そ
の
本
々

の
「
…
安
危
来
由
記
一
/
」
の
傍
点
部
右
行
間
に
「
日
伝
根
」
、
「
号
ご
国
家
治
乱
記
↓
」
の
傍
点
部

右
行
間
に
「
口
伝
葉
」
と
記
す
。
こ
の
口
伝
の
意
味
も
判
然
と
し
な
い
が
、
問
題
は
「
澄
本
」

が
何
を
指
す
の
か
で
あ
る
。
理
尽
鈔
箱
書
・
大
橋
全
可
「
覚
」
等
で
「
正
本
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
の
は
、
「
法
華
法
印
正
本
」
(
十
八
冊
本
と
大
雲
院
蔵
本
)
と
「
奈
和
正
三
正
本
」
と
で
あ
る
。

十
八
冊
本
巻
一
か
ら
六
の
現
形
以
前
の
も
の
が
残
っ
て
お
れ
ば
、
そ
れ
も
候
補
に
な
る
が
、
前

述
の
よ
う
に
早
く
に
現
在
の
形
を
と
っ
て
い
た
と
目
さ
れ
る
。
大
雲
院
蔵
本
に
は
書
込
が
あ
る
。

で
は
、
陽
翁
が
焼
き
捨
て
た
と
い
う
(
全
可
「
覚
」
)
奈
和
正
三
正
本
を
さ
す
の
か
。
注
記
者
を

陽
翁
と
み
れ
ば
正
三
正
本
の
内
容
を
記
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
な
ぜ
こ
の
箇
所
の
み
貼
紙

の
形
な
の
か
疑
問
が
残
る
(
前
述
の
よ
う
に
、
他
の
貼
紙
は
陽
翁
以
外
の
所
為
)
。
貼
紙
の
す
ぐ
下
に

控
え
て
い
る
十
八
冊
本
そ
の
も
の
を
さ
す
の
も
や
や
不
自
然
で
は
あ
る
が
、
現
状
で
は
十
八
冊

本
を
さ
す
と
見
て
お
き
た
い
。

圓
未
引
・
未
点
・
付
訓

第
五
冊
以
下
に
は
朱
引
・
朱
点
、
漢
字
の
付
訓
が
な
い
の
に
対
し
、
第
一
冊
の
全
丁
に
未
引
・

朱
点
が
あ
り
、
第
「
二
冊
の
ほ
と
ん
ど
の
漢
字
に
訓
み
が
付
さ
れ
て
い
る
。
第
三
・
四
冊
に

は
朱
引
・
朱
点
な
く
、
付
訓
は
ご
く
一
部
に
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
統
一
さ
れ
て
い
な

い
と
こ
ろ
か
ら
、
②
と
同
一
時
期
か
そ
れ
よ
り
も
新
し
い
段
階
に
属
し
て
い
よ
う
。

二
、
十
八
冊
本
の
補
訂
と
他
の
伝
本
-
巻
九
の
場
合
-

十
八
冊
本
の
補
訂
結
果
(
前
記
1
剛
師
、
2
山
②
)
の
大
多
数
は
他
の
伝
本
に
受
け
継
が
れ
て

い
る
が
、
注
目
す
べ
き
例
外
が
あ
る
。
以
下
、
そ
の
例
外
箇
所
を
理
尽
鈔
の
伝
本
整
理
の
糸
口

と
し
た
い
。

I
、
足
利
又
太
郎
と
義
旗

巻
九
足
利
高
氏
(
尊
氏
)
が
北
条
氏
に
反
旗
を
翻
し
た
こ
と
を
評
し
て
、
先
祖
代
々
受
け
て
き

た
恩
顧
に
背
く
も
の
だ
と
批
判
す
る
一
節
が
あ
る
。

此
人
ノ
先
祖
足
利

ヽ
良
平
氏
二
属
、
早
家
″
失
レ
シ
。
去
レ
ハ
古
右

将
殿
'
御
憤
。
深
I
シ
。

然
只
永

足
利
断
絶
ス

カ
リ
シ
ヲ

祖
時

種
々
ニ
申
ナ
タ
メ
奉
″
、
高
氏

″
祖

宮
内
ノ
少

氏

令
カ

シ
給
ク
ン
。
然
。
ヨ
リ
已
来
夕
代
々
相
州
恩
ヲ
ヱ
ケ
テ

恩
ヽ
ケ

所
給
″
、
一

。
先
繁
昌
、
止
ご
ご

ハ

キ
ニ
モ

'
聞
。
ホ
ト
也
。
事
。
難
儀
ナ
ル
ニ
及

テ
ハ
…
(
版
本
巻
九
4
オ
相
当
箇
所
)

波
線
部
は
墨
抹
消
詞
章
。
こ
の
箇
所
の
右
行
間
に
以
下
の
章
句
が
記
さ
れ
て
い
る
。
取
消
線

を
施
し
た
章
句
は
、
そ
の
行
間
書
込
の
抹
消
箇
所
で
あ
る
。

義
康
、
保
元
二
被
打
死
後
、
家
モ
ヲ
ト
ロ
ヘ
木
サ
マ
テ
ノ
賞
翫
モ
ナ
カ
リ
ツ
ル
ニ
、
頼
朝

ノ
時
二
至
テ
時
政
、
故
義
康
ノ
次
男
義
兼
ヲ
匍
牛
聳
ニ
ト
レ
リ
。
其
。
子
義
氏
、
時
政
力
孫

タ
ル
ニ
但
テ
家
モ
富
ミ
世
ノ
覚
モ
莫
太
ナ
リ
シ
。
然
シ
ョ
リ
已
来
夕
代
々
相
州
二
縁
ヲ
ム

ス
ヒ
交
リ
ヲ
深
ブ
ン

ヽ

。
ｔ

数
ケ
所
ノ
新
恩
ヲ
給
リ
、
一
家
ノ
繁
昌
、

先
祖
ニ
モ
未
聞
程
ナ
リ
。
然
ル
ニ
今

こ
の
箇
所
、
版
本
も
含
め
多
く
の
伝
本
に
は
、
前
者
波
線
部
の
記
事
は
無
く
、
後
者
の
行
間

書
込
詞
章
の
み
が
あ
る
。
た
と
え
ば
大
雲
院
蔵
本
は
次
の
よ
う
に
、
行
聞
書
込
の
し
か
も
訂
正

後
の
姿
を
示
し
て
い
る
。

此
人
ノ
先
祖
足
利
義
康
、
保
元
二
死
・
。
後
、
家
モ
ヲ
ト
ロ
ヘ
サ
マ
テ
ノ
賞
翫
モ
ナ
カ
リ
ツ
ル
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一

四

を
参
照
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
(
加
え
て
、
秋
月
本
巻
九
に
は
誤
脱
箇
所
が
散
見
す
る
が
、
天
理

本
は
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
。
後
述
)
。

な
お
、
中
之
島
本
も
天
理
本
と
同
様
、
上
欄
に
異
文
表
記
を
記
す
が
、
こ
れ
は
天
理
本
(
詳
細

は
略
す
が
現
存
本
と
考
え
て
不
都
合
は
な
い
)
を
参
照
し
た
際
、
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
り
、
中
之

島
本
の
本
文
系
統
そ
の
も
の
は
小
浜
本
等
の
類
(
「
或
記
云
」
を
も
つ
伝
本
。
注
1
別
稿
)
に
属
す

し
た
が
っ
て
、
秋
月
本
と
天
理
本
と
は
、
十
八
冊
本
、
ひ
い
て
は
『
理
尽
妙
』
の
生
成
過
程

を
知
る
上
で
、
極
め
て
重
要
な
伝
本
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
天
理
本
は
こ
こ
で
は
異
文
を
掲
出

す
る
の
み
で
あ
る
が
、
秋
月
本
と
同
じ
く
補
訂
前
の
詞
章
を
自
ら
の
本
文
と
し
て
い
る
箇
所
も

あ
る
。
以
下
、
秋
月
・
天
理
両
本
と
補
訂
前
詞
章
と
の
関
わ
り
を
種
別
し
て
提
示
す
る
。

2
、
秋
月
本
・
天
理
本
が
と
も
に
補
訂
前
詞
章
を
保
持
す
る
箇
所

・
東
国
。
将
ノ
帥
咄
フ
シ
テ
引
ナ
バ
某
モ
付
ケ
出
ン
ニ
、
少
々
ハ
被
丿
打
―
(
「
被
ル
」
を
抹
消
し
、

「
夕
」
の
上
に
「
ツ
」
を
重
ね
書
き
)
共
、
諸
大
将
ヲ
残
″
少
″
打
ツ
ホ
ド
ノ
事
ハ
侍
ル
マ
ジ
(
版
本
4
0

ウ
相
当
箇
所
)
。
傍
線
部
、
多
く
の
伝
本
は
訂
正
後
の
形
「
打
(
討
)
共
」
を
と
る
。
こ
こ
は
、

退
却
し
よ
う
と
す
る
千
剣
破
包
囲
勢
を
追
撃
す
る
に
、
い
か
に
正
成
と
て
、
小
規
模
な
打
撃

は
と
も
か
く
、
全
面
的
な
打
撃
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
の
文
意
で
あ
り
、
訂
正
後

の
形
が
正
し
い
。
し
か
し
、
秋
月
本
「
被
い
討
共
」
・
天
理
本
「
被
い
打
共
」
と
、
と
も
に
補
訂

前
詞
章
を
残
す
。

・
此
ホ
ド
ノ
一
大
事
二
何
ぶ
今
t
苓
ｔ
所
労
よ
題
シ
。
(
版
本
9
ウ
相
当
箇
所
)
。
諸
伝
本
、
抹
消
部

を
記
さ
な
い
が
、
秋
月
本
「
父
ノ
忌
所
労
」
、
天
理
本
「
父
ノ
忌
ノ
所
労
」
(
中
之
島
本
「
父
忌
」

を
行
間
朱
書
)
と
、
そ
れ
ぞ
れ
抹
消
前
の
詞
章
を
残
す
。
こ
こ
は
尊
氏
が
高
時
の
軍
勢
催
促
を

渋
っ
た
こ
と
へ
の
論
評
で
、
『
太
平
記
』
は
尊
氏
の
挙
げ
た
二
つ
の
理
由
の
、
父
の
忌
み
と
自

身
の
所
労
と
を
直
結
し
て
は
い
な
い
。
補
訂
後
の
姿
が
適
切
で
あ
る
。

・
力
様
二
五
六
万
騎
'
寵
。
タ
ラ
ン
ズ
ル
所
へ
味
方
五
六
万
騎
ニ
テ
寄
和
敵
ヲ
物
共
セ
ズ
、
俄
二
城

へ
寄
セ
ン
、
何
ニ
シ
ニ
能
カ
ラ
ン
ト
ナ
リ
。
(
版
本
5
8
オ
相
当
箇
所
)
。
文
脈
上
、
抹
消
し
て
し
か

る
べ
き
章
句
で
あ
る
が
、
秋
月
・
天
理
両
本
の
み
「
寄
敵
ヲ
」
と
し
て
い
る
。

・
先
陣
ノ
戦
ヒ
拿
ｔ
少
々
勝
ゴ
7

追
ヒ
行
カ
ン
ニ
…
(
版
本
6
6
オ
相
当
箇
所
)
。
秋
月
・
天
理
両
本

の
み
「
又
ハ
」
を
残
す
(
中
之
島
本
「
又
ハ
」
を
行
間
朱
書
)
。
ち
な
み
に
、
こ
の
箇
所
は
十
八

冊
本
の
行
間
補
記
詞
章
の
抹
消
部
分
で
あ
り
、
次
項
に
述
べ
る
よ
う
に
秋
月
本
・
天
理
本
の

派
生
時
期
の
問
題
に
関
わ
る
。

3
、
秋
月
本
の
み
補
訂
前
詞
章
を
保
持
す
る
箇
所
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ニ
、
頼
朝
ノ
時
二
至
テ
時
政
、
故
義
康
ノ
次
男
義
兼
ヲ
弩
ニ
ト
レ
リ
。
其
ノ
子
義
氏
、
時

政
力
孫
タ
ル
ニ
仍
テ
家
モ
富
。
世
ノ
覚
モ
莫
太
ナ
リ
シ
。
シ
カ
ツ
シ
ョ
リ
コ
ノ
カ
タ
代
々

相
州
二
縁
ヲ
ム
ス
ヒ
交
リ
ヲ
深
ク
シ
数
ケ
所
ノ
新
恩
ヲ
給
リ
、
一
家
ノ
繁
昌
、
先
祖
ニ
モ

未
聞
ホ
ト
ナ
リ
。
然
二
今
事
ノ
難
儀
す
ル
ニ
及
テ
ハ
…
。

こ
の
抹
消
・
訂
正
の
経
緯
を
推
す
に
、
当
初
、
以
仁
王
追
討
の
際
、
宇
治
川
渡
河
で
名
を
挙

げ
た
足
利
又
太
郎
忠
綱
(
『
平
家
物
語
』
巻
四
)
に
着
目
し
、
上
記
波
線
部
の
よ
う
な
筋
書
き
を
組

み
立
て
た
も
の
の
、
又
太
郎
は
藤
原
姓
足
利
氏
で
あ
り
、
源
姓
足
利
氏
と
は
関
わ
り
の
な
い
こ

と
を
知
る
に
及
ん
で
、
義
康
を
起
点
と
す
る
別
の
物
語
を
作
り
上
げ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
足
利

義
康
は
、
保
元
の
乱
に
際
し
、
義
朝
ら
と
と
も
に
後
白
河
院
方
と
し
て
戦
功
を
た
て
、
義
朝
と

と
も
に
昇
殿
を
許
さ
れ
た
が
、
翌
年
二
I
五
七
)
五
月
廿
九
日
に
死
去
(
『
兵
範
記
』
)
。
三
男
義

兼
が
家
督
を
継
ぐ
が
、
平
治
の
乱
で
源
氏
が
敗
れ
た
後
、
一
時
、
足
利
荘
を
失
っ
た
ら
し
い
。

家
衰
え
と
は
、
こ
の
こ
と
を
指
し
た
も
の
か
。
そ
の
後
、
『
吾
妻
鏡
』
治
承
四
年
十
二
月
十
二
日

条
、
頼
朝
の
新
亭
移
徒
の
参
列
者
に
名
が
見
え
、
翌
五
年
二
月
一
日
条
に
は
頼
朝
の
計
ら
い
で

時
政
の
女
婿
と
な
っ
た
と
記
さ
れ
る
。
義
兼
と
頼
朝
と
は
母
親
同
士
が
姉
妹
(
『
尊
卑
』
。
叔
母
・

姪
説
も
あ
り
)
で
も
あ
り
、
木
曾
義
仲
と
結
ん
だ
兄
義
清
・
義
長
と
は
別
に
鎌
倉
に
参
向
し
た
義

兼
を
、
頼
朝
と
し
て
も
大
い
に
迎
え
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
目
さ
れ
る
。
こ
れ
を
時
政
の
個
人

的
な
引
き
立
て
で
あ
る
か
の
よ
う
に
記
す
と
こ
ろ
に
、
尊
氏
批
判
に
つ
な
ぐ
『
理
尽
鈔
』
の
意

図
が
露
わ
で
あ
る
が
、
訂
正
後
の
記
述
に
は
事
実
誤
認
は
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
秋
月
本
は
最
初
に
揚
げ
た
、
抹
消
詞
章
の
方
を
本
文
と
し
て
伝
え
て
い
る
の
で

あ
る
。足

利
ノ

ヽ
白
'
ハ
平
氏
ニ
シ
テ
、

ヲ
失
ヒ
シ

去
レ
ハ

将

モ

リ

カ
リ
シ

然

レ
ハ
永

断
絶
ス

カ
リ
シ
ヲ
、
先
祖

政
種
々
ニ
申
ナ
タ
メ

リ
、
高

ノ
ー
呂

内
。
少

氏
二

令
ヲ
カ

シ
給
タ
リ
シ
、
ヅ
ン
ヨ
リ
已
来
、
代
々
相
州
″
紹
″
西
、

恩

数
ケ
所
給
り

家
ノ
、
昌
此
二
代
三
代
ハ
、
祖
・
i
未
い
聞
ホ
ト
也
、
事
。
難
儀
ナ
ル
ニ
及

テ
ハ
、
・
:

天
理
本
は
大
雲
院
蔵
本
等
と
同
類
の
本
文
で
あ
る
が
、
そ
の
上
欄
に
次
の
よ
う
に
異
文
を
掲

出
す
る
。

異
本
二

足
利
太
郎
ハ
平
氏
二
属
シ
テ
家
ヲ
失
ヒ
シ
、
サ
レ
ハ
右
大
将
殿
モ
憤
り
深
カ
リ
シ
、
然
レ

ハ
永
代
足
利
断
然
ス
ヘ
カ
リ
シ
ヲ
、
先
祖
時
政
種
々
ニ
申
宥
奉
リ
、
高
氏
五
代
ノ
祖
宮
内

少
泰
氏
二
本
領
ヲ
カ
ヘ
シ
給
リ
シ
。
ホ
シ
ョ
リ

こ
の
異
文
表
記
は
十
八
冊
本
の
抹
消
部
分
や
秋
月
本
の
本
文
に
近
い
。
「
異
本
ニ
」
と
い
う
以

上
、
秋
月
本
の
よ
う
な
状
態
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
小
異
あ
り
、
現
存
の
秋
月
本
そ
の
も
の



「太平記秘伝理尽鈔」の補筆改訂と伝本の派生

田
秋
月
本
が
抹
消
前
の
詞
章
を
留
め
る
事
例

最
初
に
、
十
八
冊
本
が
詞
章
を
抹
消
し
、
新
し
い
詞
章
を
傍
書
し
て
い
る
箇
所
を
扱
う
。
秋

月
本
の
み
抹
消
さ
れ
た
元
の
表
記
・
章
句
を
本
文
と
し
て
い
る
(
但
し
、
*
は
「
勿
論
ノ
事
」
)
。

発
起
(
版
本
3
オ
相
当
)
、
老
事
ハ
(
同
3
ウ
)
、
輦
ヲ
以
テ
(
2
6
オ
)
、
*
忽
論
す
事
(
3
2
オ
)
、

武
州
(
3
6
す
)
、
平
家
未
(
3
8
オ
)
、

ｔ

(
4
3
才
)
、
拿
(
「
又
」

に
見
出
し
の
○
印
を
重
ね
書
き
。
5
5
ウ
)
、
二
引
両
ノ
笠
旗
(
5
7
ウ
)
、

次
は
抹
消
と
傍
書
の
位
置
を
異
に
し
て
い
る
が
、
右
の
事
例
に
準
す
る
も
の
で
あ
る
。
〈

〉

内
は
行
間
書
込
で
、
②
は
行
聞
書
込
の
抹
消
。

〈
時
ニ
〉
高
氏
力
兵
、
将
ノ
陣
ヲ
只
一
軍
、
少
シ
後
二
引
キ
退
キ
テ
備
ペ
ダ
ル
耳
ニ
テ
〈
凡

ソ
兵
〉
五
六
万
モ
在
ル
ラ
ン
。
皆
〈
①
近
々
ト
詰
寄
セ
テ
〉
東
一
方
ヲ
季
〈
明
〉
ケ
テ
〈
②

-
三
方
囲
(
所

大
雲
院
蔵
本
な
ど
多
く
の
伝
本
は
①
を
取
り
込
み
、
②
は
無
視
し
、
「
…
凡
ソ
兵
五
六
万
モ
在

ル
ラ
ン
。
皆
ナ
①
近
々
卜
詰
寄
セ
テ
東
一
方
ヲ
明
ケ
テ
、
三
方
ヲ
囲
メ
リ
ト
ニ
ヤ
」
と
し
て
い

る
。
一
方
、
秋
月
本
の
み
「
・
:
凡
五
六
万
モ
在
ラ
ン
、
皆
東
一
方
ヲ
明
ケ
、
②
近
々
ト
城
へ
押

寄
セ
シ
、
三
方
ヲ
囲
タ
リ
ト
ニ
ヤ
」
と
す
る
。
①
②
と
も
意
味
上
大
差
な
く
、
十
八
冊
本
の
現

状
の
よ
う
な
形
か
ら
書
写
し
た
と
す
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
①
を
無
視
し
て
、
抹
消
さ
れ
た
②
を
復

元
す
る
こ
と
は
考
え
が
た
い
。
秋
月
本
は
、
十
八
冊
本
の
補
訂
作
業
の
或
る
段
階
の
姿
を
留
め

る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
同
時
に
、
十
八
冊
の
補
訂
作
業
が
一
回
に
留
ま
ら
ず
、

何
次
か
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
を
も
意
味
す
る
。

次
の
事
例
は
十
八
冊
本
の
行
間
補
記
部
分
で
あ
る
が
、
そ
の
行
間
補
記
の
一
部
を
さ
ら
に
補

訂
し
て
い
る
。

・
其
外
ノ
軍
勢
十
叩
1

万
モ
在
ン
ヲ
バ
丹
波
へ
打
チ
下
り
ナ
バ
:
∴
6
1
ウ
)

取
消
線
部
分
は
補
訂
前
の
詞
章
で
あ
り
、
正
確
に
表
現
す
れ
ば
「
四
五
」
の
上
に
「
二
一
」

を
重
ね
書
き
し
て
い
る
。
引
用
箇
所
に
先
立
ち
、
六
波
羅
の
動
か
せ
る
軍
勢
が
十
四
五
万
あ
り
、

こ
の
内
か
ら
一
万
五
千
余
騎
を
山
崎
へ
、
五
千
余
騎
を
洞
が
峠
へ
差
し
向
け
、
六
波
羅
に
一
万

余
を
残
し
た
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
残
余
は
十
二
一
万
と
計
算
し
て
、

補
正
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
秋
月
本
は
こ
れ
を
「
十
四
五
万
」
と
記
し
、
十
八
冊
本
の
補
訂
前

の
姿
を
留
め
て
い
る
。
前
項
に
も
同
様
の
事
例
が
あ
っ
た
。
先
に
推
定
し
た
十
八
冊
本
の
何
次

か
に
わ
た
る
補
訂
に
お
い
て
、
新
た
な
抹
消
・
行
間
書
込
等
を
行
う
と
同
時
に
、
以
前
の
補
訂

に
さ
ら
な
る
補
訂
を
加
え
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
秋
月
本
が
十
八
冊
本
の
抹

消
部
分
を
恣
意
的
に
復
元
し
た
の
で
は
無
い
か
ぎ
り
、
そ
う
し
た
段
階
の
十
八
冊
本
か
ら
秋
月

本
は
派
生
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

次
の
箇
所
は
抹
消
線
が
ご
く
薄
く
、
補
訂
前
の
詞
章
も
明
瞭
に
読
み
と
れ
る
。
〈

〉
内
は
行

間
書
込
。

・
奉
行
頭
人
〈
其
〉
宝
物
ヲ
積
ミ
蓄
ハ
多
t
t
在
軋
求
才
、
過
奢
ヲ
ツ
ク
シ
テ
貧
シ
ハ
〈
多

ク
〉
ア
リ
。
(
2
7
ウ
)

秋
月
本
は
「
奉
行
頭
人
宝
物
積
畜
丿
少
ナ
列
、
剣
和
や
か
吸
、
過
奢
ヲ
ツ
ク
シ
テ
貧
シ
ハ
多

ア
リ
。
」
と
あ
る
。
十
八
冊
本
の
補
訂
に
気
づ
か
ず
、
不
用
意
に
両
方
の
章
句
を
取
り
込
ん
で
し

ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
例
は
、
秋
月
本
の
書
写
が
作
為
的
な
も
の
で
は
無
か
っ
た
こ
と

を
逆
に
物
語
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

閲
十
八
冊
本
の
行
間
書
込
詞
章
を
秋
月
本
の
み
欠
く
箇
所
。

十
八
冊
本
の
三
文
字
以
上
の
書
込
五
十
八
箇
所
中
、
秋
月
本
は
九
箇
所
を
欠
く
、
す
な
わ
ち
、

書
込
前
の
姿
を
示
す
。
以
下
の
事
例
、
〈

〉
内
が
行
間
書
込
章
句
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
秋
月

本
に
は
見
ら
れ
な
い
。

・
長
崎
。
円
喜
、
高
氏
。
上
洛
。
〈
ノ
鉢
ヲ
〉
聞
テ
怪
ミ
思
フ
事
(
版
本
8
オ
相
当
箇
所
)

・
昔
シ
右
大
将
頼
朝
〈
ノ
御
時
〉
カ
ツ
サ
介
忠
常
ト
・
:
(
8
ウ
。
既
述
。
秋
月
「
頼
朝
カ
ツ
サ
ノ

介
広
常
」
。
注
「
カ
ツ
サ
」
を
見
せ
消
ち
、
右
行
間
に
「
上
総
」
と
表
記
)

・
高
氏
ハ
、
先
祖
時
政
ノ
時
ヨ
リ
〈
縁
ヲ
結
ビ
〉
代
々
相
州
ノ
恩
恵
二
依
テ
、
足
利
ノ
一
家
″

継
ｙ
:
(
9
ウ
)

・
是
レ
ハ
〈
高
時
が
〉
不
に
了
一
^
所
。
也
。
執
事
長
崎
四
郎
左
衛
門
が
所
謂
也
ｔ
/
(
1
0
オ
)

・
足
利
ご
局
氏
隠
謀
。
事
〈
評
云
ク
〉
三
ケ
条
。
外
二
別
芋
重
恩
ヲ
失
ル
ノ
禍
ア
リ
(
1
2
ウ
)

・
義
朝
東
国
ノ
官
領
ニ
テ
侍
リ
シ
時
ハ
〈
東
国
ノ
者
ト
モ
〉
平
氏
ノ
家
人
、
中
国
・
西
国
。
者

共
ニ
ヒ
ザ
マ
ツ
ク
事
ナ
シ
。
(
3
7
ウ
。
既
述
)

・
久
下
。
者
共
が
参
。
タ
ル
、
高
氏
喜
ン
デ
頼
朝
。
古
ヲ
尋
ネ
祝
言
。
事
〈
伝
云
〉
一
番
二
参
。
タ

ル
恩
賞
予
:
(
4
2
ウ
)

・
残
り
五
万
金
騎
ハ
河
野
・
陶
山
ヲ
両
大
将
ト
シ
テ
一
万
余
騎
〈
ヲ
先
陣
ト
シ
〉
又
夕
二
万

余
騎
ヲ
中
ノ
陣
ト
シ
ゴ
一
万
余
ヲ
後
陣
ト
シ
テ
両
六
波
羅
一
人
惣
大
将
ト
シ
テ
…
(
4
9
才
)

4
、
同
一
箇
所
で
秋
月
本
の
み
前
、
天
理
本
は
前
・
後
混
在
の
事
例

事
例
①

十
八
冊
本
一
人
々
恨
ム
ル
意
在
ル
モ
多
ｔ
故
↓
太
冲
不
才
上
。
ニ
ヤ
。
〈
然
共
又
夕
自
余
ノ

国
人
ヲ
モ
ヨ
ホ
シ
ケ
レ
ハ
自
身
計
モ
上
り
ナ
ン
ヤ
ト
テ
千
騎
ニ
テ
モ
上
ン
ト
思
フ
者
十

二
十
騎
ニ
テ
上
り
シ
ト
ナ
リ
〉
評
云
ク
威
軽
キ
故
二
恨
マ
シ
キ
ヲ
恨
モ
在
リ
ナ
ン
。
(
版

本
2
ウ
相
当
箇
所
。
〈

〉
内
行
間
書
込
)

―

秋
月
本
一
人
々
恨
ル
意
在
モ
多
キ
故
二
人
々
不
に
上
ニ
ヤ
。
評
云
、
威
軽
キ
故
二
恨
マ
シ
キ

恨
モ
在
リ
ナ
ン
。

一
五

-236-



今 井 正之助

一

I.

ノゝ

・
民
ヲ
イ
ツ
ク
シ
ム
ニ
ナ
リ
ナ
ン
。
[
民
、
数
百
人
ノ
司
ハ
、
宮
人
二
同
ゼ
ン
。
民
二
非
ズ
。

三
紋
ノ
四
器
又
折
敷
ハ
、
]
縦
広
一
尺
二
寸
、
…
(
1
2
オ
)

・
頼
朝
が
行
跡
[
ヲ
忠
臣
卜
思
テ
、
其
ヲ
マ
ナ
ブ
ト
ナ
リ
。
此
ノ
非
ヲ
去
ン
ガ
タ
メ
ニ
、
大

方
三
記
ス
ル
者
也
。
又
]
忠
臣
ニ
ハ
非
レ
ド
モ
・
:
(
2
2
オ
)

・
淡
路
二
百
人
[
阿
波
八
百
人
、
讃
岐
六
百
人
、
伊
与
六
百
人
、
土
佐
五
百
人
、
播
磨
千
五

百
人
、
備
前
二
百
人
]
美
作
百
人
・
:
(
3
0
オ
)

こ
う
し
た
ず
さ
ん
さ
は
、
先
の
補
訂
箇
所
に
お
い
て
も
単
に
見
せ
消
ち
を
見
落
と
し
た
だ
け

で
は
な
い
か
と
の
疑
念
を
抱
か
せ
る
。
し
か
し
、
同
じ
ず
さ
ん
な
書
写
者
が
、
墨
抹
消
箇
所
に

あ
た
っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
元
の
詞
章
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
を
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
秋
月
本
は
や
は

り
、
十
八
冊
本
の
或
る
段
階
の
姿
を
示
す
も
の
と
考
え
る
。

秋
月
本
巻
一
は
現
存
十
八
冊
本
そ
の
も
の
の
影
響
下
に
あ
り
、
そ
の
補
訂
前
の
詞
章
の
一
部

を
留
め
て
い
る
。
秋
月
本
の
書
写
は
、
十
八
冊
本
の
第
一
～
四
冊
が
書
き
改
め
ら
れ
た
後
の
或

る
段
階
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
、
十
八
冊
本
の
補
訂
作
業
の
進
行
を
概
念
的
に
示
す
と
次
の
よ
う
に
な

①
第
一
次
稿

②
全
巻
に
補
訂
(
抹
消
・
行
間
書
込
等
)

③
第
一
か
ら
四
冊
を
中
間
清
書

(
④
中
間
清
書
部
分
の
補
訂
)

秋
月
本
は
③
か
ら
④
に
至
る
間
で
書
写
さ
れ
た
と
ひ
と
ま
ず
想
定
で
き
る
。
し
か
し
、
前
述

の
よ
う
に
秋
月
本
巻
九
は
補
訂
後
の
形
を
と
る
箇
所
も
多
い
の
で
あ
る
か
ら
、
④
は
次
の
よ
う

に
表
示
し
た
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

④
中
間
清
書
部
分
を
含
む
全
巻
の
補
訂
(
第
五
冊
以
降
の
補
訂
箇
所
の
さ
ら
な
る
補
訂
を

含
む
)

こ
れ
に
天
理
本
の
本
文
が
秋
月
本
よ
り
さ
ら
に
後
の
補
訂
段
階
を
示
す
も
の
と
考
え
る
と
ど

う
な
る
か
。
天
理
本
は
、
巻
九
で
は
一
部
に
補
訂
前
の
姿
を
留
め
て
い
た
が
、
巻
一
で
は
補
訂

後
の
姿
の
み
で
あ
り
、
秋
月
本
の
本
文
は
異
文
と
し
て
掲
出
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て

⑤
第
五
冊
以
降
に
の
み
補
訂

と
い
う
段
階
を
想
定
し
、
天
理
本
は
④
か
ら
⑤
に
至
る
段
階
で
の
書
写
に
基
づ
く
と
み
な
す
こ

と
に
な
る
が
、
は
た
し
て
こ
の
想
定
は
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。

天
理
本
の
親
本
が
多
く
の
伝
本
と
同
様
補
訂
後
の
形
態
を
と
る
伝
本
で
あ
っ
て
も
、
長
文
箇

所
や
数
値
な
ど
一
方
に
決
し
が
た
い
箇
所
の
み
秋
月
本
の
本
文
を
異
文
表
記
と
し
、
そ
の
他
に

お
い
て
は
両
本
を
適
宜
取
り
込
む
こ
と
に
よ
り
、
天
理
本
の
現
状
は
で
き
あ
が
る
。
天
理
本
を
、
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天
理
本
恨
意
在
多
故
又
不
士
卒
万

催
シ
ケ
レ
ハ
自
身
計
モ
上
り
ナ
ン
ヤ
ト
テ
千
騎
ニ
テ
モ
上
ラ
ン
ド
思
者
八
十
一
十
騎
二

白
丑
二
威
軽
キ
故
二
恨
ア
キ
ヲ
恨
モ
ア
リ
ナ

大
雲
院
蔵
本
≒
恨
ル
意
在
ル
多
ア
不
叩
上
二
万

国
人
ヲ
モ
ヨ
ヲ
シ
ケ
レ
ハ
自
身
計
モ
上
り
ナ
ン
ヤ
ト
テ
千
騎
ニ
テ
モ
上
ン
ト
思
フ
モ
ノ

士
十
騎
ニ
テ
上
り
シ
ト
ナ
リ
。
評
云
威
軽
キ
故
二
恨
マ
シ
キ
ヲ
恨
モ
在
ナ
ン
。

事
例
②

十
八
冊
本
「
父
ノ
去
春
早
世
シ
給
ヒ
タ
吽
年
t
t
、
評
云
ク
・
:
」

※
二
箇
所
の
文
字
の
中
央
に
墨
を
い
れ
、
「
タ
レ
ハ
ナ
リ
」
の
右
に
フ
ン
モ
事
ヲ
左
右
二

寄
テ
ト
ナ
リ
、
下
心
ア
ル
ニ
ヤ
」
と
傍
書
(
版
本
3
ウ
相
当
箇
所
)
。

-

秋
月
本
「
父
去
春
早
世
シ
給
ヒ
タ
レ
ハ
也
、
評
二
云
…
」

I

天
理
本
「
父
去
春
早
世
シ
給
シ
モ
事
ヲ
左

ニ
ョ
セ
テ
ト
ナ
リ
、
下
ヽ
屯

ニ
ヤ
、
評
云
・
こ

大
雲
院
蔵
本
「
父
ノ
早
世
シ
給
シ
モ
事
ヲ
左

二
寄
セ
テ
ト
ナ
リ
、
下
″
尼
ア
ル
ニ
ヤ
」

事
例
①
②
と
も
十
八
冊
本
の
補
訂
後
の
姿
は
大
1

院
蔵
本
の
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
伝
本
は

こ
の
形
を
と
る
。
と
こ
ろ
が
秋
月
本
は
補
訂
前
の
姿
を
示
し
、
天
理
本
は
両
者
を
混
在
さ
せ
た

形
を
と
る
。

三
、
十
八
冊
本
の
補
訂
と
他
の
伝
本
-
巻
一
の
場
合
-

秋
月
本
が
十
八
冊
本
の
補
訂
前
の
詞
章
を
留
め
て
い
る
事
例
は
、
巻
九
の
み
な
ら
ず
巻
一
に

も
み
ら
れ
る
。
以
下
事
例
を
示
す
。
見
出
し
は
十
八
冊
本
、
〈

〉
内
は
補
訂
後
の
詞
章
で
右
行

間
に
傍
書
さ
れ
て
い
る
。
〔

〕
内
に
版
本
相
当
箇
所
の
丁
表
・
裏
を
表
示
す
る
。

・
常
久
〈
武
州
〉
入
道
〔
5
オ
ブ
秋
月
本
「
常
久
入
道
」
、
天
理
本
・
中
之
島
本
「
武
州
入

道
」

・
北
畠
顕
誰
〈
成
〉
〔
5
ウ
ご
秋
月
「
顕
証
」
、
天
理
・
中
島
「
顕
成
」

・
三
十
(
「
十
」
見
せ
消
ち
)
〈
百
〉
億
石
〔
1
0
オ
ご
秋
月
回
二
十
億
石
〕
、
天
理
回
二
百
十
億

石
」
・
中
島
「
三
百
*
億
石
」
(
*
「
十
」
傍
書
)

・
次
二
時
方
、
〈
次
二
時
家
〉
(
行
間
補
記
)
、
ソ
ノ
子
時
政
也
〔
2
1
ウ
〕
一
秋
月
「
時
方
ノ
其
子

時
政
也
」

・
○
一
東
風
(
三
文
字
見
せ
消
ち
。
こ
の
部
分
は
丁
の
末
尾
に
位
置
す
る
)
/
○
東
風
不
い
静

〔
3
4
オ
ご
秋
月
「
一
東
風

東
風
不
‥
静
亡
ご

最
後
の
事
例
は
、
明
ら
か
に
秋
月
本
が
現
存
の
十
八
冊
本
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
示
す
も
の
で
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
巻
九
の
み
な
し
が
巻
一
に
お
い
て
も
比
較
的
大
き
な
誤

脱
が
目
立
つ
(
表
示
の
本
文
は
版
本
に
よ
る
)
。
秋
月
本
は
[

]
内
を
欠
く
。
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秋
月
本
と
他
の
伝
本
と
の
過
渡
本
で
は
な
く
混
態
本
で
あ
る
と
み
な
せ
ば
、
い
さ
さ
か
不
自
然

な
⑤
の
段
階
を
想
定
す
る
必
要
は
な
い
。

お
わ
り
に

1
、
十
八
冊
本
の
生
成
と
秋
月
本
・
天
理
本

秋
月
本
・
天
理
本
は
、
十
八
冊
本
の
生
成
途
上
の
本
文
を
受
け
継
い
で
い
る
、
き
わ
め
て
注

目
す
べ
き
伝
本
で
あ
る
。
た
だ
し
、
す
べ
て
の
箇
所
の
補
訂
前
の
姿
を
留
め
て
い
る
の
で
は
な

い
か
ら
、
ご
く
初
期
の
姿
を
留
め
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
天
理
本
に
つ
い
て

は
、
秋
月
本
よ
り
後
の
段
階
の
姿
を
留
め
る
伝
本
と
も
み
な
さ
れ
る
が
、
秋
月
本
と
補
訂
後
の

形
を
と
る
伝
本
と
の
混
態
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
の
見
通
し
を
述
べ
た
。

な
お
、
天
理
本
の
異
文
注
記
の
う
ち
、
次
の
箇
所
は
秋
月
本
に
一
致
し
な
い
。
天
理
本
が
対

校
し
た
本
文
が
一
種
類
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
多
く
の
箇
所
で
秋
月
本
に
極
め
て
近
く
ご

そ
の
も
の
で
は
な
い
伝
本
の
存
在
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
〔

〕
内
に
天
理
本
の
異
文
注
記

(
●
印
箇
所
)
を
表
示
す
る
。

こ
二
陣
ノ
内
、
二
陣
敗
ン
ニ
…
(
版
本
2
1
ウ
ご
天
理
本
「
懸
ン
ニ
」
〔
破
イ
〕
。
秋
月
本
も
「
懸

ン
ニ
」
と
あ
り
、
「
破
ン
ニ
」
と
記
す
伝
本
は
管
見
の
範
囲
に
は
無
い
。

・
ク
レ
ニ
カ
ヽ
リ
テ
兵
ヲ
引
、
峯
ヲ
越
ス
事
…
(
7
4
オ
ご
天
理
本
「
山
中
ヲ
」
〔
嶺
イ
〕
。
秋
月

本
も
多
く
の
伝
本
と
同
じ
く
「
山
中
ヲ
」
と
あ
り
、
小
原
本
・
有
沢
本
が
版
本
と
同
じ
く

「
峯
ヲ
」
と
す
る
。

天
理
本
に
は
所
々
に
特
異
な
記
号
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。
巻
九
の
場
合
、

次
の
よ
う
な
事
例
が
あ
る
(
図
は
模
写
に
よ
る
)
。
天
理
本
の
書
写
底
本
は
こ
う
し
た
一
種
の
秘
伝

的
装
い
を
待
っ
た
伝
本
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
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『
理
尽
鈔
』
版
本
が
他
の
伝
本
に
比
し
て
ど
の
よ
う
な
特
色
を
も
ち
、
い
か
に
し
て
で
き
あ

が
っ
た
の
か
は
別
に
論
じ
た
い
が
、
そ
の
論
点
の
ひ
と
つ
に
巻
十
五
・
十
六
の
区
分
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
十
八
冊
本
を
は
じ
め
多
く
の
伝
本
は
巻
十
五
を
「
多
々
良
浜
合
戦
」
ま
で
と

す
る
が
、
版
本
は
「
多
々
良
浜
合
戦
」
関
連
記
事
を
次
の
巻
十
六
の
初
め
に
置
き
、
「
賀
茂
神
主

改
補
事
」
ま
で
を
巻
十
五
と
す
る
。
十
八
冊
本
等
の
あ
り
方
は
『
太
平
記
』
古
態
本
の
巻
区
分

に
一
致
し
、
版
本
は
『
太
平
記
』
流
布
本
等
の
巻
区
分
に
等
し
い
。
こ
の
『
理
尽
鈔
』
版
本
と

同
じ
形
を
と
る
も
の
に
秋
月
本
・
天
理
本
・
滋
賀
大
本
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
天
理
本
・
滋
賀

大
本
は
巻
頭
目
録
お
よ
び
本
文
内
章
段
名
(
本
文
の
内
部
に
『
太
平
記
』
の
章
段
名
を
見
出
し
と
し

て
立
て
る
)
を
有
す
る
点
で
版
本
と
共
通
し
、
版
本
の
あ
り
方
に
は
こ
れ
ら
の
伝
本
の
影
響
が
あ

る
か
と
目
さ
れ
る
が
、
秋
月
本
も
独
自
の
、
『
太
平
記
』
と
の
交
渉
を
示
す
箇
所
が
あ
り
、
注
意

さ
れ
る
。
秋
月
本
の
第
十
九
こ
一
十
冊
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

第
十
九
冊
‥
内
題
「
太
平
記
第
廿
六
巻
」
(
A
)
。
記
事
内
容
は
他
の
『
理
尽
鈔
』
の
巻
廿
六

に
同
じ
。

第
二
十
冊
‥
内
題
っ
太
平
記
秘
伝
理
尽
鈔
第
廿
六
」
(
B
)
。
記
事
内
容
は
、
「
師
直
家
作
事
」

か
ら
「
直
冬
紀
州
ノ
宮
方
。
誄
罰
シ
給
ヒ
シ
事
」
ま
で
。

内
題
「
太
乎
記
理
尽
鈔
廿
七
」
(
C
)
。
こ
の
範
囲
の
内
部
は
さ
ら
に
上
下
に
分

割
さ
れ
て
い
る
。
B
お
よ
び
C
上
が
他
の
『
理
尽
鈔
』
廿
七
上
に
相
当
し
、
C

下
が
同
じ
く
廿
七
下
に
相
当
す
る
。

C
の
内
題
の
前
に
、
秋
月
本
と
し
て
は
例
外
的
に
巻
頭
目
録
(
「
天
下
妖
怪
事
付
清
水
寺
炎
上
事
」

か
ら
「
上
杉
畠
山
流
罪
死
刑
事
」
ま
で
)
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
右
の
改
訂
の
主
目
的
は
巻
廿
七
の

範
囲
の
変
更
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
太
平
記
』
と
の
対
応
で
い
え
ば
、
『
太
平
記
』
古
態
本

巻
廿
七
は
「
賀
名
生
皇
居
事
」
か
ら
始
ま
る
が
、
『
理
尽
鈔
』
の
多
く
の
伝
本
は
こ
れ
を
巻
廿
六

巻
未
に
置
き
、
巻
廿
七
は
そ
の
次
の
「
師
直
家
作
事
」
か
ら
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う

し
た
『
理
尽
鈔
』
に
一
般
的
な
巻
区
分
と
一
致
す
る
『
太
平
記
』
伝
本
は
、
今
の
と
こ
ろ
見
あ

た
ら
な
い
。
他
方
、
秋
月
本
の
巻
廿
七
は
『
太
平
記
』
梵
舜
本
・
流
布
本
の
範
囲
に
合
致
す
る
。

右
の
改
訂
は
「
第
廿
六
」
が
重
出
し
て
未
整
理
の
感
が
否
め
ず
、
天
理
本
他
の
伝
本
に
影
響

を
与
え
な
か
っ
た
が
、
意
図
す
る
点
は
巻
十
五
・
十
六
の
再
区
分
と
軌
を
一
に
す
る
。

版
本
の
巻
頭
目
次
・
本
文
内
章
段
名
は
『
太
平
記
』
流
布
本
に
近
い
も
の
で
玩
賢
、
巻
十
五
・

十
六
の
区
分
、
巻
廿
七
の
範
囲
も
流
布
本
系
統
の
本
文
へ
の
接
近
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
動
き
の
出
発
点
を
必
ず
し
も
ひ
と
つ
に
定
め
る
必
要
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
秋

月
本
に
そ
れ
ら
の
胎
動
を
み
て
と
る
こ
と
は
誤
り
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
秋
月
本
は
そ
の
意
味
で

も
注
目
す
べ
き
伝
本
で
あ
る
。
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